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同等品承認申請実施要領（申請者用）

同等品にて応札される場合は、下記により審査いたしますのでよろしくお願いします。

記

１　同等品の定義
仕様、規格、図面又は試験条項が同一であるもの。又は、技術的に判断して仕様上相互に匹敵するもので、物品管理上同一品目として取り扱うことを適当とするものをいいます。

２　提出書類
(1)　同等品承認申請書（指定様式）　２部
（定価が分かるものについては、備考欄に定価の記入をお願いします。）
[bookmark: _GoBack](2)　応札予定品のカタログ又はその基本性能を証明する書面　２部
(3)　機能・性能比較表（様式適宜：仕様内容の説明が簡潔に記載されているもので、官側が書面上でその仕様内容を調達要求品と容易に比較できるもの。）　２部
(4)　品質保証書（試験成績証明書）等　２部（必要時：官側で同等品の判断が困難な品目については、当該同等品の品質を保証する根拠となる書面を求める場合があります。）
※ただし、これと合わせて仕様確認の為の現品持ち込みも可能です。

３　提出先
(1)　入札の場合
「入札に関する注意事項」の、競争に関する事項及び仕様内容に関する担当連絡先に記載する者
(2)　見積合せの場合
「見積合せ通知書」の、仕様内容のお問い合わせに記載する者

４　提出期限
物品調達要求書（内訳書、仕様書の場合があります。以下同じ。）に記載されている同等品申請期限までとします。この期限を過ぎた場合、原則として受理しませんのでご注意ください。

５　その他
(1)　同等品の仕様について説明を求める場合があります。
(2)　物品調達要求書の項番一つにつき複数の銘柄を申請することは差し支えありません。ただし、契約相手方として選定された場合は速やかに契約書（又は請書）をご提出いただきますが、項番一つにつき記載できる銘柄は一つのみです。他の銘柄で納品することはできません。
(3)　入札（見積）日の前日までに、契約課より審査結果を付した申請書を送付いたします。もしこの日までに届かない場合は、契約課までご連絡ください。
(4)　申請品目が複数ある場合で、一部の品目について「同等品としない」と判断したときは、所見欄に該当する項番を記入します。
(5)　「同等品としない」と判断された品目について他銘柄で再度申請する場合は、該当する品目のみ記載した同等品承認申請書を３項の提出先に提出してください。当初提出した申請書の修正は認めません。
(6)　契約締結後の申請は、やむを得ない場合を除き認めません。やむを得ないと認められ、かつ同等品として承認された場合でも、契約金額を減額することがあります。　
(7)　審査結果等に疑義が生じた場合は、横須賀地方総監部契約課まで御連絡ください。
